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	【パロマ瑞穂スタジアム開業1周年イベント】
	地域活性化イベント企画運営実践プロジェクト
	パロマ瑞穂スタジアムを中心とした
	瑞穂公園すべてのエリアを舞台に、
	来場者が夢中になる回遊企画を
	創り出せ！
	プロジェクトで養う力
	・意見を1つの企画に束ねる「チームでの合意形成力」
	・期日までに企画を確実に形にする「逆算思考と実行力」
	・想定外のトラブルにも対応する「現場での判断力」

	イベントの目的
	グランドオープンを祝う
	公園価値の発信
	回遊と交流の創出
	年次イベントとして
	定着させる

	施設紹介
	【パロマ瑞穂スタジアム開業1周年イベント】
	地域活性化イベント企画運営実践プロジェクト

	参加者募集
	応募情報
	募集人数
	応募期間


	10名
	2026年10月13日(火)
	〜10月29日(木)12:00
	活動期間
	2026年11月〜2027年4月
	（振り返り会は2027年5月19日 (水) ）

	活動場所
	中京大学名古屋キャンパス・瑞穂公園

	スケジュール
	瑞穂公園視察
	11月18日 (水)  17:00〜19:00
	全体ミーティング
	3月10日 (水)   10:00〜11:30
	全体ミーティング
	12月2日 (水)   16:40〜18:10
	全体ミーティング
	3月24日 (水)   10:00〜11:30
	12月9日 (水)   16:40〜18:10
	全体ミーティング
	4月7日 (水)   16:40〜18:10
	全体ミーティング
	12月23日 (水)  16:40〜18:10
	全体ミーティング
	4月21日 (水)   16:40〜18:10
	全体ミーティング
	1月13日 (水)   16:40〜18:10
	イベント前日準備
	4月24日 (土)   13:00〜17:00
	イベント運営体験
	1月17日 (日)   9:30〜16:30
	イベント当日
	4月25日 (日)   11:00〜20:30
	全体ミーティング
	2月10日 (水)   10:00〜11:30
	振り返り会
	5月19日 (水)   16:40〜18:10

	注意事項



